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 水暦か ら得 られ る2.4-rlh1;troPhellylhy111・azolleは0.51;で あ る.之 をエタ ノr一ル及 び メタ
ノール を用いて7回il∫ 結 を行 つた.難 溶部か ら1婦 蝿ll 157～15S.・ ⊃黄燈 色の結llillを得 る.こ の
結晶 は別 に調 製 した 乞しcet乞Lldehydeの2.4--dinitrol)hen)'1hydrazone(融鮎1580)と 混融 して
融 貼の降下 を認 めない.
 難溶部か ら易溶 部に移 るに從 つて黄楼～赤燈 色の結品が得 られ るが,共 等 の酉蝿llは恒 定 する
に至 らな い.易 溶部か 温 よ暗褐 色の油厭物少量 を'得る.之 は種 々の黙か らエーテル暦か ら得 ら
れ る沈澱 の難溶部 と同一物 質 と推定 され るので雨者 を合 して 再結 を重ね だ.
 エーテル贋 か らは黒 色の油状物 と黄 赤色α)沈澱少量 ≧得 る.油 状物 か ら再結 を繰返 して融 鮎
19G。の結 晶少量 を得 るが,量 の1善1,J係で この以上融鮎を高 め るに至 らない.こO,結品は レブ リン
酸 のhydrazOIleで あ る と推 定 される.卵 白アルブ ミンは1.7%のIllallllOSeを 含有 す るが,
上 記の レブ リン酸 はこ のmam10seに 山 宋す ると見 るべ きであ る.     '
 低級carhony1化 合'物の2.4-diniti・()phellyユhydrazolleの 中 ピルビ ン酸 の hydrazoneは
alec)holie K〈)Hに よつ て特 イ∫の呈色反 慮を呈 し,こ の方法 に よつ て ピル ビ ン酸 の定量 も行 は
れてゐるが,詳 細 に楡討 してみ ると同様 の1蓋色反慮 が こLcet艮ldehy～iu, fり1・maldehy(iL'のh)・dr
azoneに も現 われ る事 を知 つたの で,別 に加水分解液 につ いて直接Na-nitrol)vussideと ア ン
モ ニアによるピル ビン酸 自艦 に特有 な呈 色反憲 によつて その存 在を推定 し得 たが,そ のhydr-
aZOneの 箪離 には成 功 しなかつた.
       づ
 以 上 の 實 瞼 結 果 に よ1),卵1'iア ル ブ ミ ンの 加 水 分 解 液 中1二aeutaldehyd〔 ・の 存 在 を 誰 明 し,
1evulinic aeidの 存rliは 確 實 で あ り, pyrllvic acidに つ い て は そ の 存rl三が 推 定 さ れ る.:tee-
tone, proPionalde】 】yd(・, fOi'm:ildel}y(lc辱};1よ イr呑三力㍉叢呂め ら 渚しな カ》つt=・
'猫
,蛋1'1中 のthrenine, serille等 を 定 旦 す る方 法 と し て,加 水 分 解 液 を1}q・io(lie acidに
よつ て 酸 化 し 生 す・るacetaldehyde, formaldehydeを'定 量 す る 方 法 に つ い て は 一 考 を 要 す る も
の と思 わ れ る.
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 防疫用除鐡菊石油乳剤、よ聯'含軍進駐以来その指示にlll諮厚生省が行つている防疫f一段の一一つ
で,之 を電卓,汽 車,塵 溜,水 溜等に撒布し,惇染病媒介の原囚たる蜥,風,蚊 並びにそれらの
幼錨騙除に貢献しているものである。
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 然 るに防疫用除轟菊 石油乳剤 の原料 た る除贔菊 は年 々減産 の一路 をた どb防 疫の 目的を淳 す
る爲の需要 に態 じ切 れな くなつ て來 た.大 艦 二つ以上の藥剤 を適雷 な割膏で混用 すれば その効
果 は その量の和 にな らす それ以.1:の 効果 を示 す と君 ういわゆ る累加 作用 と言 ふ もののf舶 三は一
般 に既 に認 め られてい る ところで我 々は除轟菊 の一部 をD.D. T.で 置 きか え除鐡菊 の節約 を計
ると共 に殺轟 効果 を高 め.且つ又爾者 の訣黙 を互 に補い合 い速 効性 な ると共 に致死 効果 の確實 な
る理想 的藥剤 た らしめん とした ものであ る.,
 藥剤 の調製;現 在厚生省 よ り指示 されてい る防疫 用除轟 菊石油乳剤 の庭 方1ま下記 の通bで こ
の100cc中 にはPyrethrin約180nugを 含 む・ 之 を基準 と してPyrethrinの%を 減 じてゆ き之
      ・%一キ・ 睡 燈 測 石 鹸 磁 化 測 ・1計
       …2tl22…1 65・gl65・ ・i…3・iL約 …
にD.D.T.を 種 々の割合 に混合 して調製 した。
 試験 の方法:「 アカイヘカ」Culex(Culex)Pil)iells var。 Pullensの 幼轟 を使JIIし,之 を内穫
9.2um.高 さ4.5cmの シヤr-■レに入 れ藥剤 を適當 にノkで稀繹 し水量 を200ccと な し時問 の経過 に
よる殺 轟率を見た.            ・
                第 1 表   (22.7.28・-7.31)
1』難難 漏 欝 〃履時間湾 穿悔〃 備 考
   ・ ・8・ - 98・ ・・ … 23243114,5・2…}、於ては2・
   2     90    -     82    87   97  11   11   11   19    匹宛2匿叢言十40匹 に
   6  -  5・00 62 100 100 84 93 92 ・92 つ い て の結果×
   10  -  2・50 45  77 100 58 78 82 86 10000に 於 て は20
   12   90  2.50  97  100 100 77  92  95  96  匹宛5医 計100匹 に
   ・6 3・3・33729・ 11・ ・66828・83つ いての課 であ
   石 鹸 ・・1・124・ い1・1・}・ る
 結果:種 々の割合種 々の濃度 で行つた結果の△部は第1,第2,第3表 であ る.
第1表 に依 ればP∫retllrinを180ing/100ecの ～1≧量以下 にす る と ×10.000に 於て は効果 は急 に減
じ1).D.T軍 凋 の場 合は遅効性が特 に口立つ てい る.混 合 によ り遅 効性は補 つているが1).D,T
の量 の多いた め軍用混合 の差が あま り見 られぬ.次 の第2第3表 はD.D.Tの 濃度 を更に下 げた場
合 の結 果であ る.之 に依 り見ればD.D.Tは 効 果は石雀實 であ るが・遅効 性が特 に口立つ.然 るに合
剤 にす る とその遮効性 を充分補 い速 効性 とな り効果 は確實 となる.第2表 を見 ると1).D,丁 軍剤
の場 含Nく).1と 匹敵 す る庭方はNo.10で 即 ちD。1). Tの 殺轟力は 「アカイヘカ.;幼 錨 に封 してぱ
1'yrethrinの 約%o位 と言 ふ ことが出來 る.
 以上 を ま とめる と1).D.T軍 痢 の場 諭 よ遅 効性が 目 、「f:つが育 齊1にす ると速効性 とな り,且 つ致
死効果が確實 とな る.叉 原料の面か ら見 ると現今の除晶菊 石汕乳剤 とほぼ同一効果を牧 め る庭
方は叉o.21,24,25,26等 の如 くPyretllrillカ;No.1の 妊～%で 充分 であ り1叉D・D・TはNo・10
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               第2表  (22.7.31～8.2)  ●
羅 難;聴 鐸 冷 画鍔堅飾 ・備 考
  l    l8D    -     94  1 98   1.0〔}1 100 1 92   9Z 「 95  . 95                                 各實験共20匹
  290-798591)9746465255
  10  _   2.50  82  94  96  97 89  96  96  96  宛5庭 計100匹
  18 - 1・25 49 85 94 9862 77 8・1 88 'に ついての結
  19     -      0.9こ)    57    94     97   100   59    70    76    86
  2J g」 1.259598 989882939295果 で碗
  21     60    1.25    91   96    98    99   89    92    96    97
  24  -  9J    O.90    84    92    95   100   87   89    89    93
  25     60    0.9こ)   97    98     99    99   77    84    86    93一
               第 3 表   (22.8.4--8.6)
  援 騰 贈 申の ・・遡 璽 一 … ・聖璽 埜 
魏1踏t㎞⑳ 喉 繭iデ・ 創1声〃養時㍗ メ曜 ・ 備 考
  1隠1に 蹴1;:「 凱1劇 翻 「 實勲 匹
  19 - 0.9:)8595 96996517276184宛5Wa計100匹  
28 一 ㈲8・[9194[96・8129「35「 ・ジ につ い て 、・、結
  1911:1:6'8¥1二1;塁凱 論Illlilll果 ・あ・
  30     90    0.6〔)   89   93   100   100   53   72   72   86  1
  31「600・608i i 96971・ ・ …38485tl,,76…一
の場含の%以 下で充分である 即ち除鐡菊は%～%節 系く」出來D.D,Tも 叉%以1:節 約出來ること
になり前記の速効性であ り,且 つ致死効果確實であると言 う雨者の美鮎を集めた理惣的藥剤 な
りと言 うことが川來 る。
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